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コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の「
実
際
の
食
事
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
量
の
測
定
」（
以
下
、食

事
調
査
）は
、11
年
11
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

12
年
度
に
は
２
回
行
な
わ
れ
ま
し
た
。継

続
し
た
測
定
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

行
政
や
学
術
組
織
な
ど
か
ら
も
、そ
の
結

果
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

食
事
調
査
の
説
明
会
に

41
人
の
組
合
員
が
参
加

　13
年
６
月
19
日
、20
日
、「
実
際
の
食
事

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
量
の
測
定
調
査

参
加
者
の
つ
ど
い
」が
、郡
山
さ
ん
か
く
プ
ラ

ザ（
郡
山
市
）、コ
ー
プ
マ
ー
ト
い
ず
み（
福
島

市
）の
２
会
場
で
行
な
わ
れ
、計
41
人
の
組

合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　両
会
場
と
も
、測
定
を
行
な
っ
て
い
る
日

本
生
協
連
商
品
検
査
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

放
射
能
に
つい
て
の
解
説
と
調
査
の
具
体
的

な
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。そ
の
後
、福
島

県
立
医
科
大
学 

放
射
線
健
康
管
理
学
講

座
の
宮み

や
ざ
き崎 

真ま
こ
と

さ
ん
か
ら
、体
内
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
お
よ
そ
の
量
を
測
定
す
る
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。食
事
調
査
と
Ｗ
Ｂ

Ｃ
測
定
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
は
意
味

が
あ
り
ま
す
。仮
に
食
事
調
査
か
ら
検
出

限
界
値
以
上
の
数
値
が
出
た
と
し
て
も
、Ｗ

Ｂ
Ｃ
の
測
定
を
定
期
的
に
受
け
、そ
の
デ
ー

タ
を
見
る
こ
と
で
、た
ま
た
ま
そ
の
と
き
検

出
限
界
値
を
上
回
る
食
事
を
取
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
恒
常
的
に
取
っ
て
い
る
の
か
が
、

推
測
で
き
る
の
で
す
。そ
し
て
、今
後
の
食

生
活
に
つ
い
て
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
す
。

　コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
常
務
理
事
の
宍し

し

戸ど

義よ
し
ひ
ろ広

さ
ん
は
、「
漠
然
と『
安
全
』と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、定
期
的
に
食
事
調
査
や

Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
測
定
を
受
け
る
こ
と
で
、実
態
に

基
づ
い
た
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。生
協
で
も
、病
院
や
医
科
大
学
と
協
力

「食育推進全国大会」のパネルディスカッションに登壇した小澤理事
（写真左）。

組織として買って支える取り組みを行なっている生協について
も、紹介がされていました。

会場では、食事調査に初参加する予定の組合員に対し、参加経験のある組合員がアド
バイスなどをしている姿が印象的でした。

食
事
調
査
、

13
年
度
も
継
続
実
施

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

ニュース

し
て
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
測
定
も
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。

食
事
調
査
の
取
り
組
み
を
、

「
食
育
推
進
全
国
大
会
」で
発
表

　13
年
６
月
22
日
に
広
島
県
広
島
市
で

「
第
8
回

　食
育
推
進
全
国
大
会
」（
主

催・内
閣
府
）が
行
な
わ
れ
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン「
つ
く
る
人
、売
る
人
、食
べ
る
人
、

み
ん
な
の
力
で
つ
な
げ
る
・
広
げ
る
食
育
の

環
」の
報
告
者
と
し
て
、コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

組
合
員
理
事
の
小お

澤ざ
わ

和か
ず

枝え

さ
ん
が
登
壇
し

ま
し
た
。

　小
澤
理
事
は
、「
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
に
向
き
合
っ
て
」を
テ
ー
マ
と
し
、

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
が
日
本
生
協
連
商
品
検

査
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
11
年
度
か
ら
行

な
っ
て
い
る
、食
事
調
査
の
結
果
報
告
を
メ

イ
ン
に
、ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ
ン
タ（
Ｗ
Ｂ

Ｃ
）の
測
定
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

聴
講
者
は
、グ
ラ
フ
な
ど
で
示
さ
れ
る
調
査

結
果
を
見
な
が
ら
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　発
表
を
終
え
、小
澤
理
事
は
、「『
食
』に

関
係
す
る
方
々
が
全
国
か
ら
集
ま
る
大
き

な
大
会
で
、福
島
の
こ
と
を
伝
え
る
機
会

を
頂
戴
し
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
伝
え
る
こ
と
で
、福
島
の
現
状

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、イ
メ
ー
ジ

で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
も
の
さ
し
で

考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、多
く
の
方
に
、『
買
って
支
え
る
』と

い
う
支
援
の
仕
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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　13
年
も
４
月
か
ら
再
開
し
、７
月
13
日
で

１
０
０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
日
は
、い

わ
て
生
協
の
60
人
に
加
え
、遠
く
近
畿
圏

か
ら
合
同
で
バ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
催
し

て
き
た
、お
お
さ
か
パ
ル
コ
ー
プ
、大
阪
よ
ど

が
わ
市
民
生
協
、な
ら
コ
ー
プ
の
組
合
員
な

ど
30
人
、そ
れ
に
コ
ー
プ
い
し
か
わ
の
組
合

員
な
ど
10
人
が
参
加
し
て
、陸
前
高
田
市

米
崎
町・再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
で
記
念

植
樹
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。い
わ
て
生

協・組
織
本
部
、復
興
支
援
担
当
の
小お

野の

寺で
ら 

真し
ん

さ
ん
は
、「
今
回
植
樹
さ
れ
た
木
の
成
長

を
、今
後
も
継
続
的
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
見
守
って
い
た
だ
き

た
い
。そ
し
て
こ
の
木
の
成
長
自
体
が
陸
前

高
田
市
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　い
わ
て
生
協
で
は
、「
被
災
地
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
た
い
が
、個
人
で
は
な
か
な
か

参
加
で
き
な
い
」と
の
声
に
応
え
、２
０
１
１

年
６
月
よ
り
内
陸
の
市
町
村
か
ら
沿
岸
部

の
被
災
地
域
に
向
け
て
バ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。12
年
12
月
末
ま

で
に
計
92
回
開
催
し
、生
協
組
合
員
や
職

員
、地
域
の
方
々
な
ど
、延
べ
３
、５
５
２
人

が
参
加
し
て
い
ま
す（
１
月
～
３
月
期
は
休

止
）。

植樹後、バスボランティア100回記念植樹の記念撮影を参加者と。

植樹されたのは、花や実、紅葉などで四季の移ろいを感じさせてくれる、マンサ
ク、クロモジ、ムシカリ、ウリハダカエデの4種10本。

全国の皆さまへ

被災地からのメッセージ

メッセージ全文は、日本生協連「復興支援ポータルサイト」内、「つながろ
うCO・OPアクション情報」バナーをクリックし、ご覧いただけます。「日本生
協連　復興支援ポータルサイト」でインターネット検索を。

産者の方の取り組みを知ることで、最初は避けていた福島
県産の食べ物も今は積極的に消費しています。
　しかし一方で、一度植え付けられた恐怖心を払

ふっしょく
拭できず

に、今も見えない不安におびえている方がたくさんいらっ
しゃいます。それぞれの立場や考え方の違いを認め、互
いを尊重する気持ちが今の福島では特に大切なことに思え
ます。
　２年以上も仮設住宅でのくらしを余儀なくされている現
実。言葉にできない胸の内は計り知れません。集会所で
のふれあいサロンでは、少しの非日常を提供させていただ
くことで、入居者の方の心に晴れ間が広がるお手伝いがで
きればと思っております。
 「花も実もある福の島」。全国の皆さまに足を運んでいた
だき、福島の「今」を見ていただきたいです。福島を感じ
ていただくことが福島の復興につながります。
　皆さん、ぜひ福島に来てくなんしょ！

　理事になって 1 年。全国の皆さま
からの温かいご支援に日々励まされ
ながら活動しております。
　震災から 2 年がたった今も、まだ
まだ先が見えない状態が続いている
福島です。
　家があっても自宅に帰れない人、自らの判断で避難して
いる人、避難したくても避難できない人、避難の必要がな
いと考える人……さまざまな立場の人たちが複雑な思いを
抱えながら生活しています。
　それまで全く関心を持っていなかった放射能が突然身近
なものになり、最初はただ「怖い」の一言でしたが、学習
会を重ねることで、迷いながらもだんだんと放射能を理性
的に怖がることができるようになりました。検査体制や生

コープふくしま　地域理事　斎
さいとう

藤恵
え り こ

理子

バ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
０
０
回
記
念

「
植
樹
式
」を
実
施

い
わ
て
生
協
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れ
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調
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12
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行
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ま
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し
た
測
定
を
実
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こ
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、

行
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や
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術
組
織
な
ど
か
ら
も
、そ
の
結

果
に
注
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が
集
ま
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い
ま
す
。

食
事
調
査
の
説
明
会
に

41
人
の
組
合
員
が
参
加

　13
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６
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19
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実
際
の
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に
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性
物
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量
の
測
定
調
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参
加
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プ
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41
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放
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解
説
と
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具
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的

な
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後
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科
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学 

放
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線
健
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管
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講

座
の
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や
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こ
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ら
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内
の
放
射
性

セ
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お
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す
る
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組織として買って支える取り組みを行なっている生協について
も、紹介がされていました。
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に
よ
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す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
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掛
け
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い
ま
し
た
。

食
事
調
査
の
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組
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を
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「
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進
全
国
大
会
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発
表
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年
６
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日
に
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市
で
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第
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回
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進
全
国
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れ
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べ
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、
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、
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果
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ら
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に
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た
。
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終
え
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澤
理
事
は
、「『
食
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関
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す
る
方
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が
全
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か
ら
集
ま
る
大
き

な
大
会
で
、福
島
の
こ
と
を
伝
え
る
機
会

を
頂
戴
し
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

取
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組
み
を
伝
え
る
こ
と
で
、福
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の
現
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を
正
し
く
理
解
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て
い
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れ
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の
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の
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の
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。
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の
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に
、『
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って
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う
支
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の
仕
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あ
る
こ
と
を
知
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ら
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ま
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話
し
て
い
ま

し
た
。
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　宮
城
県
の
太
平
洋
沿
岸
、石
巻
市
。見

上
げ
る
ほ
ど
あ
っ
た
ガ
レ
キ
の
山
は
、2
年

以
上
を
か
け
た
処
理
で
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、町
の
復
興
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

　石
巻
漁
港
や
魚
市
場
を
中
心
に
広
が
る

水
産
加
工
団
地
に
は
２
０
０
社
ほ
ど
の
水
産

加
工
業
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、津
波
の
被
災

や
、港・市
場
の
復
旧
を
待
て
ず
に
廃
業
や

移
転
し
た
企
業
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
ん
な
中
、石
巻
漁
港
に
近
い
明み

ょ
う

神じ
ん

町ち
ょ
う

で

被
災
し
、必
死
に
復
興
に
挑
む
の
が
㈲
ヤ
マ

ユ
佐
勇
水
産
で
す
。震
災
当
日
は
家
族
バ
ラ

バ
ラ
で
避
難
し
、全
員
が
再
会
で
き
た
の
が

震
災
か
ら
ひ
と
月
後
で
し
た
。比
較
的
被

害
の
少
な
か
っ
た
工
場
を
新
た
な
生
産
拠

点
と
し
て
２
０
１
１
年
秋
に
営
業
を
再
開

孤
独
と
戦
い
な
が
ら
の

営
業
が
続
く

生産現場〜宮城県石巻市
宮城県の沿岸、石巻市でも復興は始まったばかり
です。多くの事業者が廃業や移転を余儀なくされ
る中、現地にとどまり、必死に立て直しに取り組む
企業が存在します。生産拠点を復活させ、取引先
を取り戻して経済的に立ち直るだけでなく、地域
の希望にもなりつつあります。

し
ま
し
た
。13
年
6
月
に
新
工
場
の
竣し

ゅ
ん

工こ
う

で
本
格
的
に
復
活
し
ま
し
た
が
、周
辺
の

同
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
業
か
移
転
で
姿

を
消
し
、孤
独
と
戦
い
な
が
ら
の
営
業
が
続

き
ま
す
。新
し
い
工
場
が
こ
の
土
地
の
希
望

の
象
徴
で
す
。

　石
巻
漁
港
の
東
、

渡わ
た
の
は波
地
区
で
工
場
と
店

舗
が
被
災
し
た
髙た

か
さ
ご砂

長

寿
味
噌
本
舗
は
、震
災

後
、社
長
以
下
、従
業
員

10
人
以
上
が
店
舗
の
2

階
で
暖
房
も
な
い
中
、ひ

と
月
の
共
同
生
活
に
耐

え
ま
し
た
。震
災
3
週

間
後
に
無
事
だ
っ
た
東

松
島
工
場
と
連
絡
が
つ
き
、5
月

初
め
か
ら
味
噌
の
製
造
を
再
開
、

渡
波
の
工
場
で
も
4
カ
月
が
か

り
の
後
片
付
け
の
後
、7
月
か
ら

醤
油
の
製
造
を
再
開
し
ま
し
た
。

主
力
商
品
の
濃
口
醤
油
は
、そ
の

年
の
仙
台
味
噌
醤
油
品
評
会
醤
油
部
門
で

最
高
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど
の
品
質
。地
域

で
は
飲
食
店
を
は
じ
め
、食
品
の
調
味
料
と

し
て
同
社
の
味
噌
や
醤
油
を
使
って
い
る
業

者
は
数
多
く
、誰
も
が
復
活
を
喜
び
ま
し

た
。　沿

岸
か
ら
１
㎞
ほ
ど
内
陸
で
き
ゅ
う
り

栽
培
を
営
ん
で
い
た
農
家
の
山や

ま

田だ

幸ゆ
き

雄お

さ

ん
は
、所
有
す
る
７
０
０
坪
の
巨
大
な
ハ
ウ

ス
に
津
波
が
流
れ
込
み
、収
穫
中
の
き
ゅ
う

り
を
す
べ
て
失
い
ま
し
た
。し
か
し
、直
後

か
ら
ジ
ャ
ッ
キ
で
ハ
ウ
ス
の
支
柱
を
持
ち
上

げ
、２
、６
０
０
坪
に
も
及
ぶ
敷
地
内
の
泥

を
か
き
出
し
、11
年
夏
、塩
害
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
栽
培
を
再
開
、何
と
か
復
活
を

遂
げ
ま
し
た
。生
協
産
直
き
ゅ
う
り
部
会

仲
間
の
6
軒
の
農
家
に
は
命
を
落
と
し
た

人
、大
き
な
被
害
を
負
っ
た
人
が
お
り
、一

時
は
一
軒
で
き
ゅ
う
り
を
作
り
続
け
ま
し

た
が
、今
は
ま
た
仲
間
が
増
え
始
め
て
い
ま

す
。
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リサーチ「被災地のいま」

33 号

きゅうり栽培を復活させた農家の山田幸雄さん、幸
さち

子
こ

さん夫妻。

髙砂長寿味噌本舗の東松島
工場と髙

たかさご

砂光
みつのぶ

延社長。

ヤマユ佐勇水産の佐
さ

藤
とう

由
ゆ

隆
たか

社長と央
よう

子
こ

さん夫妻。新工
場には、「心ひとつに」「いまからここから」の文字が。

詳しい記事は、日本生協連「復興支援ポータルサイト」内、「つながろうCO・OPアクション情報」バナーをクリックし、
ご覧いただけます。「日本生協連　復興支援ポータルサイト」でインターネット検索を。

一
歩
一
歩
進
み
な
が
ら

き
ゅ
う
り
栽
培
を
再
開

地
域
で
待
ち
望
ま
れ
て
い
た

味
噌
と
醤
油
が
復
活


